
応用 01０１．電波応用

(1) レーダー

送信電力を10倍にしても、最大探知距離は1.8倍にしかならない。アンテナ利得が10倍な
ら、3.16倍 → パワーを上げるよりアンテナ利得を上げる方が有利

・レーダー方程式
送信出力をＰｔ、送受信アンテナ（通常は同一）の絶対利得をＧ、波長をλ、物標の有効
反射面積をσ、探知距離をＲとすると、受信電力Ｐｒは、
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探知可能な最小受信電力Ｐｒｍｉｎが決まっていて、最長の探知距離Ｒｍａｘを求めるなら、
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応用 02０１．電波応用

(1) レーダー

・ドップラレーダー

送信周波数をｆ、物標の速度をｖ、物標と
送信アンテナを結ぶ直線と物標の進行方向
がなす角をθ、光速をｃとすると、受信する
周波数ｆｒは、
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